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とに関しては，本稿の続稿で改めて論ずる。   
ところで本稿では，「メノロギオン」の記述が，さらにいかなる外典等の典   







行「メノロギオン」の訳出を主たる目的としている。   
ビザンティン典礼における「聖人」の分類をめぐり，ここで概説しておく。  
これは順に 1天使 2使徒 3仮愚者 4司教たち 5聖職殉教者 6証聖  
者 7奉仕医 8預言者 9隠修士10聖生師父11聖生殉教者12殉教者  





1．旧約書 ここには，預言者および天使が含まれる。  
2．福音書 ビザンティン典礼では，救い主イエスとその先駆者である洗礼者  
ヨハネ，そして救い主の母である聖母マリアを特に記念している。「使徒」と  
いう分類に含まれないそれ以外の人々も，ここに含めて考える。  
3．使徒 「使徒」のうちには，イエスの直弟子だけでなく，その2～3代彼  
の者で，使徒的活動において目覚しかった者も含まれる。イエスの弟子として  
12使徒以外に特記される「70人の弟子」については稿末で考察する。  




5．ビザンティンの聖人たち 公会議・イコノクラスム・天災・コンスタンテ  
ィノポリスの総司教などから，多くの聖人・出来事が取り上げられている。  




ちが稀に加えられている。スラブやハンガリーの聖人なども登場する。   
ビザンティン典礼暦から読む旧・新約聖書  






第2節 旧約聖書  
ではまず，旧約聖書関係の人物を，旧約請書の順序に従って見てゆくことに  
しよう。彼らは「預言者」として分類される。  













○モーゼ（モーゼシュ） 9月4日   
「モーゼシュはイスラエル民族の指導者で律法家であり，紀元前1689年にエ  
ジプトに生まれた。130歳のころ約束の地の近くにあるネボ山で没した」。  






○サムエル（シヤームエル） 8月20日 ※ただしハンガリーでは8月18日に   






























○エレミア（イェレミアーシュ） 5月1日   
「レヴイ族の出でヘルキアスの子。ベニヤミンの地のアナトトで生まれた。  
紀元前613年から583年にかけ，30年間にわたって預言を行った。エジプトのタ  
フナス近郊で右打ちにされ，そこに葬られた。彼の基は長きにわたって巡礼地   
ビザンティン典礼糖から．涼む】lト新約聖朗 





○バルク（バルク） 9月2引ヨ   
「ネリウスの子で，エレミア預言者の番記かつ範子である。紀元前583年ご  
ろ活動した」。  





○ダニエルと 三人の若者；アナニア，アザリア，ミザエル（ダーニュル，アナ  






の穴に放り込まれたり 二度＝には61川りにわたって獅「どもと共にいたが，獅  









○アモス（アーモス） 6月15l二I   
「塑アーモス鮎毒■昔は，イザヤ班雷者の父ザブロンの土地，テクアに生まれ  
たく〕I射l叫ミは羊飼いであった．，キリストの誕生する7日O年前ごろに生きた．っ 企  
の子牛の偶像を鋳造した腑で彼が批判した王の命により，アマズイアのド級司   
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6  
祭に殺された」。  




○ヨナ（ヨーナーシュ） 9月21日   
「聖ヨーナーシュ預言者はアマテイの子で，ザブロン族からゲトウコフ ェル  
ないしゲト・オフェルで生まれた。紀元前838年から810年の間に預言者活動を  
行った」。  










○ゼファニア（ゾフォニアーシュ）12月3日   
「ゾフォニアーシュ預言者は，レヴイ族の生まれである。父はクジナという  
名であった。エゼキア王の時代，641年から610年の間に預言を行った」。  
○ハガイ（アツゲウス）12月16日   
「聖アッゲウス預言者は，キリストに先立つこと470年ごろに生きた。バビ  
ロン捕囚ののち36年間にわたって預言者活動を行った」。  
○ゼカリア（ザカリアーシュ）  2月8日   
「紀元前516年から470年の間に預言者活動をおこなった」。  




として記念されている。   
ビザンティン典礼暦から読む旧・新約聖書  
一古代学の源泉としての「メノロギオン」（1）－  7   
07人の聖なるマッカベウス家の殉教者たち，その母サロモナ，師のエレアー  









ある」。   
また旧約・新約を通じて現れる「天使」についても，ここで紹介しよう。  
○ガブリエル（ガーボル） 3月26日   
「ガーボル大天使は神の伝令であり，神が何か喜びに満ちた業を明らかにし  
たいと望む際，われわれは常にその名に出会うことになる」。  





○主の親族12月26日～31日の間の日曜日   
これは，降誕祭にちなんでその翌日曜日を記念日とする「半移動祝日」であ  








礼には不可欠の部分である『詩篇』は彼の手に帰せられる」。   
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第3節 福音書   





























○受胎告知 3月25日   
「おとめマリアヘのお告げ。天使祝詞の記念日。聖母の懐妊。ギリシア教会   
ビザンティン典礼暦から読む旧・新約聖書  





























糧を求めた。   
イエスの十字架上での死後，使徒聖ヤーノシュが，すでに50歳代の半ばに差  
し掛かっていた神の母を引き取った。聖母は聖ヤーノシュとともに数年間エフ  
ェソスに，その後エルサレムに住み，そこで紀元後48年，63歳で亡くなった。   
伝承によれば，神の子はその三日前，聖母に死の時を知らせていた。それが   









伴って，天使たちによって天に挙げられた聖なるおとめの姿が見えた。   
聖母の遺骸，いな棺とその衣服は篤信のキリスト教徒たちが幾世紀にもわた  
って保管していたが，その後マルキアヌス皇帝と后妃聖プルケリアがコンスタ  

















○斬首 8月29日   
「洗礼者聖ヤーノシュは，ザカリアスとエルジューベトの子で，両親の年齢  
が増してからその初子として生まれた。ベトレヘムでの聖なる夜から6ケ月前  
のことである。エリザベトの懐妊に喜びを表すため，おとめマリアがエリザベ   
ビザンティン典礼磨から読む旧・新約聖書  

































れわれは斬首の記念日としている。斬首の日は知られていない。ただわれわれ   































○神殿奉献 2月2日  
「われらの主にして神，救い主なるイエス・キリストのシメオンとの出会い。   
ビザンティン典礼暦から読む旧・新約聖書  























D その他福音書に現れる人物（便徒を除く）  






○ヨアキムとアンナ（ヨアーキム，アンナ） 9月9日 ＝〉9月8日，および  
次項参照。  
○聖アンナ12月9日 および 7月25日   

































は聖ヤーノシュと年長の聖ヤーカブ使徒が生まれた。伝承によれば，聖アンナ   
ビザンティン典礼磨から読む旧・新約聖書  
一古代学の源泉としての「メノロギオン」（1）－  15   
は神の子である孫にまだ会うことが叶い，キリストの生誕ののち，3年ごろ69  
歳で亡くなった」。  
○シメオンとアンナ（シメオン，アンナ ※聖母の母アンナとは別人，ルカ2．36  
















○ヨセフ（ヨージェフ） 3月19日   
3月19日には“イタリアのギリシア・カトリック教会で祝う”と断り書きが  











祭の翌日曜日，主イエスとこの世で近い親族関係にあった人々の記念とともに   





○幼子殉教者12月29日   
「ベトレヘムでヘロデにより虐殺された14000人の聖なる幼子たちを記念す  
る」（マタイ2．16以下参照）。  





















第4節 「使徒行韓」  
では次に「使徒行録」に現れる人物を考察しよう。ビザンティン教会では，  
イエスの弟子たち，ないし初代教会時代に活躍した人物を「使徒」の名で給称   
ビザンティン典礼磨から読む旧・新約聖書  






大きな礎石となったと考えられる「イエスの70弟子」について考察する。   
まず「使徒行録」について，以下箇条書きで各章の内容を記述し，その全体  
像を捉えておくことにしよう8。  






















⑤18．23－21．14 パウロの第3次宣教旅行   
37）18．18－28雄弁なアポロ；38）19．1－20迷信の打破；39）19．21－41エ  
フェソの騒乱；40）20．1－12ギリシアからトロアスへ；41）20．13－38ミレト   
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スでの別れ；42）21．1－14カイサリヤ  






























時期を生きる教会の諸事万般を，第一の着たちの第一の者として指導したが，   
ビザンティン典礼暦から読む旧・新約聖顔  































○アンドレ（アンドラーシュ）11JJ30Il   
「聖アンドラーシュ使徒は，聖ペーテルの兄であり，ガリラヤのベトサイダ  
の生まれである。父はヨナシュないしヤーノシュと呼ばれた。初めは洗礼者型   
































○マタイ（マーテー）11月16日   
「聖マーテ一便徒福音記者は，元来レヴイと呼ばれ，アルフェウスの子で，   
ビザンティン典礼磨から読む旧・新約型番  









○熱心党のシモン 5月10日   
「カナの生まれで，12人の弟子の一人である。伝承によれば，主イエスは彼  
の家の高閣にて最初の奇跡を行ったとのことである」。  





ッサにて80年ごろ殉教の死を遂げた」。   
以1r，マッテアを含む他の「使徒」たちを紹介する。  












ファノ，フィリポ） 7月281ヨ   
「イシュトヴァーンとフユルユプも，戯初に選ばれた7人の助祭のうちであ  
る。そのうちニコラオスだけがその名を挙げられていないのは，彼がニコライ   
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派の異端に走ったからである」。  
14）○ステファノ（6．8－7．60）（イシュトヴァーン） 最初の殉教者12  




























触を持たず，彼らのうち個人的に知っているのはペーテル，それを除けば，主   
ビザンティン典礼磨から読む旧・新約型番  






























○マルコ（12．12）（マールク）4月25日   
「リエビアのペンタポリスの生まれで，出自は輿教徒である。エルサレムに  
移住し，イエスの教えを心から聞く者たちのw一人となったが，公には関係を持  
たなかった。伝承によれば，当初はヤーノシュと呼ばれ，彼の家にて晩餐が行   
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われていたおり，イエスがタマーシュに現れ，使徒たちが聖霊を受けた。ペー  
テルとともに後に彼もローマに赴き，ここで福音書を記した。74年に殉教する」。  




























○シラス（15．22－18．5） 7月30日  
「聖スイラス，スイルワン，クレスケンス，エペネト，アンドロニク使徒，70   
ビザンティン典礼磨から読む旧・新約里沓  
一 古代学の源泉としての「メノロギオン」（1）－  25   
人のうち。シラスはパールの従者，実り多き使徒的活動の後，マケドニアにて  




第6節 パウロ（2）  
次いで「便徒行録」15．36～18．17には，パウロによる第2次宣教旅行（50－  
52年）が記される。  





35）○デイオニュシオス（17．34）（デーネシュ）10月3日   
「アレオバギタの型デーネシュは，生まれはアテナイ人で，アレオパゴス評  
議会の一員である。50年ごろ聖パールがキリスト教に回ノL、させ，後にアテナイ  







36）○アクイラ（18．2；18）（アクイラース） 7月14日（cf．ローマ16；2  





58年）が記される。   
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○アリスタルコス（19．29；20．4；27．2） 4月14日 （cf：フィレ24；コロ  






その中にはやはり「イエスの70弟子」に含まれるものがある（16．17フォルト   
ビザンティン典礼健から読む旧・新約型番  







40）○アンドロニク（70）とユニア（ローマ番16．7） 5月17日 および  
























16．14），フレゴン，ヘルマス 4月8日   
「ヘローデイオン，アガープ，ルフス，アスインクリト，フレゴン，ヘルマ   
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ース。ヘロデイオンと仲間たちはそれぞれ異なった場所で司教職を果たした。  
ヘロデイオンは新バトラスで，ルフスはテーベにて，アシンクリトスはヒルカ  





○ヘルミアース（70）（ローマ書16．14） 5月31日   
「ヘルメアスは70人のうち。ローマ書に現れる」。  





教者となった」。   
このほかテルティオ，ガイオ，エラスト，クアルトの言及があり，彼らは「70  






第7節 パウロ（3）  
「使徒行録」21章以下は，パウロのローマへの旅の記述である。パウロはマ  
ルタ島を経てローマへ赴く（60－61年；27．1－28．26）。先に挙げたアリスタ  





53）○アルキポ 2月19日   
ビザンティン典礼暦から読む旧・新約聖書  




























ヘと連行され，そこで処刑されることになる。   
この間にパウロは「第1テモテ書」（65－66年），「チトス書」（65－66年），  
それに「第2テモテ書」（67年）を記している。「第1テモテ書」にはヒメナイ，  
ァレクサンドロ（1テモテ1．20）の名が，また「テトス書」にはデマス，ク   




○テトス（ティトゥス，第2コリント書2斑） 8月25日   
「聖ティトゥスは，生まれはギリシア人で異教徒である。聖パールの宣教に  
おける弟子そして助手である。彼はクレタの司教として残された。当地にて94  
歳で平和裡に没した」。   
次に「第2テモテ書」（67年）に挙がる人物についてである。  







○カルポス（70，第2テモテ書4．13）（カールプス） 5月26日   
「聖カールブスは70人の弟子の一人。パールの協働者。トラキアのペリイの  












○テクラ 9月24日   
「聖テクラ，使徒の同志，最初の殉教女。イコニアに生まれ，18歳のとき聖  
パールがキリスト教信仰へと教えを授け，後に彼女は自らもその熱心な布教者   
ビザンティン典礼暦から読む旧・新約型番  


















げている。   
1クレオファース 2アンドロニク 3シルワーン 4アガーヴ 5アナニ  
アーシュ 6フユリュプ 7プローコル 8こカーノル 9ルフス 10ソステ  
ーン 11リヌス 12スターキス 13イシュトヴァーン 14ティモン15ヘルマ  
ース 16フレゴン17マールク 18ルカーチ19ソーズイパーテル 20ヤーソ  
ン 21ガーエス 22ティヒコス 23フィレモン 24ナールツイス 25トローフ  
ィム 26ツユーザール 27ゼーノー 28アリスタルク 29マールク 30スイラ  
ース 31ガーエス 32ヘルメス 33アスインクリト 34エラスト 35ルカーチ   
36オネズイフォル 37カールブス 38エヴオード 39マーチヤーシュ 40ヤ  
ーカブ 41オルバーン 42アリストブル 43ティヒコス 44・アリスタルク 45  
プデス 46ヘロデイオン 47アルテマース 48フィロローグ 49オリンプ 50  
ロデイオン 51アペッレス 52アンプリアース 53パトロバース 54ティフォ  
ス 55テルプノス 56ターデー 57エペネト 58アカイク 59アクイラース  
60ルツイウス 61パルナバース 62フォルトウナート 63アポッロー 64クレ   
秋 山   学  32  





れている ②32－33が省かれ，その代わりに65アポッロー 66ケーファース  
67ケレメン 68エストウス 69クワルトウス という人名がここに挿入されて  




と44（アリスタルク），63と65（アポッロー）は同名人である。   
次に「復活節暦日表」11に記載されている同様の「70人の使徒」のリストを  
参照すると，次のようになっている。  
ⅠマッティアスⅠⅠソステネスⅠⅠⅠケファスⅠⅤリヌス Ⅴクレオファス   
ⅤⅠアクイラス ⅤⅠⅠエバイネトス ⅤⅠⅠⅠアンドロニコス Ⅸアンプリアス   
Ⅹウルバヌス Hスタキュス HIアペッレス HIIヘロデイオン ⅩⅠⅤ  
アリストブロス ⅩⅤナルキッソス mルフォス mIアスエンクリトス   
mIIフレゴン ⅩⅨヘルマス ⅩⅩパトロバス ⅩHヘルメス ⅩHIIフ  
ィロロゴス ⅩHIIネレウス ⅩⅩⅠⅤオリュンピアス ⅩⅩⅤルキオス m  
イアソン mIソシバトロス mIIテルティオス ⅩⅩⅨガイオス  
ⅩⅩⅩエラストス ⅩⅩHクアルトス ⅩⅩⅩⅠⅠアポッロス ⅩⅩHIIステファノ  
ス ⅩⅩⅩⅠⅤフォルトウナトス ⅩⅩⅩⅤアカイコス Ⅹmテユキコス  
ⅩⅩⅩⅤⅠⅠクレメス mIIエバフロデイトス ⅩⅩⅩⅨオネシモス ⅩLア  
リスタルコス Ⅹ⊥Ⅰエストス ⅩLIIデマス ⅩLIIIニュンファス ⅩLⅣアル  
キッボス ⅩLVオネシフオロス ⅩLVIクレスケス ⅩLVIIエラストス  
ⅩLVIIIトロフィモス ⅩLⅨエウブ一口ス Lプデス LIアルテマス LII  
テユキコス LIIIゼナス LIVフィレモン LVエバフラス LVIデマス  
LVIIパルナバス LVIIIマルコス LⅨシラス Ⅰ．Xルカス LHティモテオ  
ス LHIシルワノス LⅢⅠⅠティトス LXⅣステファノス LXVフィリッ  
ボス LXVIプロコロス mIニカノル mIIティモン LXⅨパルメ  
ニオン LXXニコラオス   
以上である。「メノロギオン」と「メネア」によるリストと比較してみると，   
ビザンティン典礼磨から読む旧・新約聖書  
一古代学の源泉としての「メノロギオン」（1）～  33  
①ⅩHIIネレウス ⅩⅩⅤⅠⅠⅠテルティオス mIIエバフロデイトス  
ⅩⅩⅩⅠⅩオネシモス ⅩLII・LVIデマス ⅩLIIIニュンファス Ⅹ⊥Ⅳアルキ  
ツボス ⅩLⅨエウブ一口ス LVエバプラス LHティモテオス LXⅨパ  
ルメニオン LXXニコラオスの計12（13）名分は「メノロギオン」「メネア」  
に挙げられていない人名である ②ⅩⅩとⅩLVIIはエラストス，ⅩⅢⅡⅠと  
LXIVはステファノス，ⅩmとLIIはテユキコス，ⅩLIIと1VIはデマスで  




ルカス（福音史家）ivクレオフア（パ）ス Ⅴシュメオン（クレオパスの次子，  
エルサレム第2代司教） 扇パルナバス（サラミナ（？）の司教） viiエス  
トス（エレウテロポリスの司教） viiiタッデウス（エデツサの人）ixアナ  
ニア（ダマスコの司教） Ⅹステファノス（7助祭の一人，最初の殉教者）  
Ⅹiフィリッボス（7助祭の一人，トラリアの司教） 衰iプロコロス（7助祭  
の一人，ニコメディアの司教） 裏iiニカノル（7助祭の一人） 衰Ⅴティモ  
ン（7助祭の一人） ⅩⅤパルメナズ（7助祭の一人） ⅩViティモテオス（エ  
フェソスの司教） xviiティトス（クレタの司教） ⅩViiiフィレモン（ガザ  
の司教） 衰Ⅹオネシモス ⅩⅩエバフラス（アンドリアカの司教） ⅩⅩiアル  
キッボス 血iシラス（コリントスの司教） Ⅹ恵iiシルワノス ⅩⅩivクレス  
ケス Ⅳクリスボス（ガリラヤのカルケドンの司教） Ⅳiエバイネトス  
（カルタゴの司教） Ⅳiiアンドロニコス（パンノニアの司教） Ⅳiiiス  
タキュス（ビザンティオンの司教） ⅩⅩixアンプリアス（オデッサの司教）   
ⅩⅩⅩウルバヌス（マケドニアの司教） ⅩⅩⅩiナルキッソス（アテナイの司  
教） ⅩⅩⅩiiアペッレス（ヘラクレイオンの司教） ⅩⅩⅩiiiアリストプロス（ブ  
リダニア（？）の司教） 血へロデイオン（バトラスの司教） ⅩⅩⅩⅤア  
ガブス（預言者） ⅩⅩⅩViルフォス（テーパイの司教） ⅩⅩⅩViiアスエンクリ  
トス（ヒュルカニアの司教） Ⅹmiiiフレゴン（マラトンの司教） Ⅹ㍊  
ヘルメス（フィリポポリスの司教） dパトロバス（ポッ トレの司教） di  
ヘルマス（ダルマティアの司教） Ⅹ1iiリヌス（ローマ司教，第2代教皇）  
Ⅹ1iiiガイオス（エフェソスの司教） divフィロロゴス（シノペの司教） Ⅹ1v  
ルキオス（ラオデイケイアの司教） Ⅹ1viイアソン（タルシスの司教） 裏vii  
ソシバトロス（イコニオンの司教） dviiiオリュンピア（パ）ス dixテル   

































4＝67）。なお正教会伝承における異同のケースとして挙げられている1ⅩⅩiii   
ビザンティン典礼暦から読む旧・新約聖書  
































〔付；72弟子索引〕「メノロギオン」での順番を冠して50音順に掲載し，   
秋 山   学  36  
「メノロギオン」に掲載のないものは「復活祭暦日表」における番号を付した。  
「メノロギオン」のものはハンガリー譜表記，それ以外はギリシア譜表記であ  
る。   
4アガーヴ 58アカイク 59アクイラース 33アスインクリト 5アナニア  
ーシュ 51アペッレス 65アポッロー 28アリスタルク 42アリストブル  
ⅩLⅣアルキッボス 47アルテマース 2アンドロニク 52アンプリアいス  
13イシュトヴァーン 3Bエヴオード LVエバプラス ⅩⅩⅩⅤⅠⅠⅠエバフロデイ  
トス 57エペネト 34エラスト 36オネズイフォル ⅩⅩⅩⅨオネーズイモ  
49オリンプ 41オルバーン 21ガーエス 37カールブス1Ⅹクァドラトス  
69クワルトウス 1クレオファース 64クレスケンス 66ケーファース 67ケ  
レメン 3シルワーン 30スイラース 12スターキス 27ゼーノー（ゼーナー  
ス）19ソーズイパーテル10ソステーン 56ターデー 26ツユーザール（カ  
イサル） 70ティトゥス 54ティフォス LXIティモテオス14ティモン 22  
ティヒコス 43ティヒコス 55テルプノス 25トローフィム 24ナールツイス   
8ニカーノル 53パトロバース 61パルナバース LXIXパルメナース 23  
フィレモン 48フィロローダ 62フォルトウナート 45プデス 6フェリュプ  
16フレゴン 7ブローコル15ヘルマース 32ヘルメス 46ヘロテざイオン  
39マーチヤーシュ 17マールク 29マールク 40ヤーカブ 20ヤーソン 68エ  
ストウス 11リヌス 18ルカーチ 60ルツイウス 9ルフス 50ロデイオン  











西方世界の『黄金伝説』－3よりもさらに古い伝承を伝えるビザンティン典礼教   
ビザンティン典礼暦から読む旧・新約型番  










学比較文化学類『比較文化研究』解3号26－36頁，2007年3月 などを参月軋  
2 年間を通じてのカレンダーは，近刊拙著『ハンガリーのギリシア・カトリック  
教会岬伝承と展望－』（創文社）に収録する．  
3 M戚NOLOGION，Ⅰ．（Szeptemberl－Oktober2），ⅠⅠ．（Oktober3－November20），   
ⅠⅠⅠ．（November21－December17），ⅠⅤ．（December18N31），Ⅴ．（Januarト27），ⅤⅠ．   
（Janu丘r28－MarciuslO），ⅤⅠⅠ．（Mdrciusll－Aprilis30），ⅤⅠⅠⅠ．（MdjusIJunius   
27），IX．（JuniuB28－Augusztus5），Ⅹ．（Augusztus6－31），A””Dics6Tjdtekazけr  
neudt”cim仏zsolozsmak6nyvtartoz6ka，MiskoIc1939．  
4 MmI・：SzqpteTnbeT・NOktdber，AfbrdftastaR6m丘ban1888－ban g6r6gdl   
kiadottM】吏NAIAI．k6tetealan5anDr．RohdlyFerenck6zirataala由anatdol－   
gozta：Orosz Athan丘z szerzetspap，Nyfregyh且za 2002；MhNBLA H．   
NbL・eTnberqDecelnbeT・，Roh＆ly Ferenc k6ziratos fbrdft貞．s丘nak dtdolgozott   
kiad由a，Nyire訂h良ヱa1998；血〃J．：血几昆か－旅あ「昆dr，A fbrd托如t a   
R6m丘ban1896－bang6r6gtilkiadottM丘NAIAIII．k8tetealaがnDr．Rohdly   
Ferenck6zirataalan匝natdolgozta：OroszL．Athan点．zszerzetspap，Nyfregy－   
h良za2005；血IV．：Mdrcius舟rilis，AfbrdftastaR6m丘ban1898－ban   
g6r6gtilkiadott M息NAlAⅣ．k6te七e alan5an Dr．Rohaly Ferenc k由ira七a  
alani丘natdolgozta：Oros2；Atan丘2：S2；erZetSPaP，Nyiregyh丘za2006．  
5 Dics6d6teh az UrneL，6t：Gbr8gkatolikusimads占nekeshbTU′U，Nyfregyhまza  
1993．  




8 以下の分類は，便宜的に土戸酒『私たちの「使徒行伝」』（新教出版社，増補改  
訂版2001年）の小見出しを参考にした．  
9 各パウロ番簡の成立年代に関しては，基本的にフランシスコ会型番研究所訳注   
『新約型番』（中央出版社，改訂版1984年）に従った．  
10 MdNEA LU．：Jbnudr－Ebbrudr，A fbrdit鮎t a R6mdban1896－bang8r6gtil   
kiadottM臆NAIAIII．k6tetealapjdnDr．RohalyFerenck6zirataalaIが．natdol－   
gozta：OroszL．Athan良zBZerZetSPaP，Nyfregyhdza2005，60．   
秋 山   学  38  
11L．Dindorf（ed．），Chronicon Paschale：ad exenv）lar Vbticanum（Corpus   
scriptorumhistoriaeByzantinaev．16－17），400ぽ．，AnnArbor，1832．「復活祭   





13 ヤコブス・デ・ウオラギネ『黄金伝説』（1～4，前田敬作他訳），平凡社ライ  
ブラリー2006年．   
